
特定

上段：計

下段：割合
資
格
要
件

手
持
ち
業

務
量 数値化

しない

10

5

特定しない

目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する。 5

業務実施手順を示す実施フローの妥当性が高い場合に優位に評価する。 5

業務量の把握状況を示す工程計画の妥当性が高い場合に優位に評価する。 5

有益な代替案、重要事項の指摘がある場合に優位に評価する。 5

業務の目的の理解がされておらず、実施フローや工程表の妥当性が著しく劣る場合は、特定し
ない。

特定しない

必要なキーワード（着眼点、問題点、解決方法等）が網羅されている場合に優位に評価
する。

10

業務の的確性に著しく欠ける場合は特定しない。 特定しない

提案内容に説得力がある場合に優位に評価する。

提案内容を裏付ける類似実績などが明示されている場合に優位に評価する。

業務の実現性に著しく欠ける場合は特定しない。 特定しない

提示した業務規模と大きくかけ離れているか、又は提案内容に対して見積りが不適切な場合に
は特定しない。なお、参考見積りは積算の参考として用いる。

数値化
しない

特定テーマ：

道路環境に関する新聞・雑誌広告を行った業務

道路に関する広報実施業務

20

40％

判断基準

10

20％

工程表

平成２２年１２月１７日現在の手持ち業務量（本業務を含まず、特定後未契約のものを含む）が４億円未満かつ
１０件未満であること。手持ち業務とは、主たる担当者として従事している業務。

20

40％

評価
項目

③　業務実績が無い場合は特定しない。

業務の分担について記載する。

10

数値化
しない

業務理解度

実施手順

業
務
実
施
体
制

参考見積りの
妥当性

参考見積

的
確
性

　
　
　
特
定
テ
ー
マ

特定テーマに関
する技術提案

実
現
性

平成２２年度道路環境施策新聞等広告業務

当該業務
の実施体
制

過去１０年（平成１２年度以降）公示日までに完了した業務（再委託による業務の実績は含まない）

①　同種業務の実績を有するもの。（同種業務：平成１２年度から平成２１年度までに完了した道路環境に関
する新聞掲載の広報業務）

②　類似業務の実績を有する者。（類似業務：平成１２年度から平成２１年度までに完了した道路に関する新
聞掲載の広報業務）

予
定
管
理
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力

評価

業
務
実
績

○評価基準

ウエイト

同種業務：

類似業務：

多くのドライバーに効果的・効率的に周知を図るための掲載紙の選定、掲載回数、掲載内容及び掲載デザインについて。

評価の着目点

実施方針・実施フ
ロー・工程表その
他

専
門
技
術
力

その他

なお、下記のいずれかの項目に該当する場合には選定しない。

①　再委託の内容が、主たる部分の場合。

②　業務の分担構成が不明確又は不自然な場合。
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１．業務名 平成２２年度道路環境施策新聞等広告業務

２．所属（事務所）名 道路部　計画調整課

３．企画競争方式 企画競争（役務の提供）

４．企画提案書の提出要請日

５．公示日

６．特定通知日

企画提案書提出者 特定の有無 特定されなかった理由

（株）電通 ○

（株）日本経済社 ×

企画提案を特定するための評価基準に基づき評価した結果、総合
的に他社が優位であると判断したため。
　具体的には、評価の着目点のうち、業務実施方針および手法の
「業務理解度」、「実施手順」及び特定テーマに対する提案の「的
確性」、「実現性」において他社が優位であると判断したため。

企画競争方式における特定結果書

平成23年1月17日

平成22年12月17日

平成22年12月28日
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１． 業務名 平成２２年度道路環境施策新聞等広告業務
２． 所属（事務所）名 道路部　計画調整課
３． 企画競争方式 企画競争（役務の提供）
４． 企画提案書の提出要請日
５． 特定通知日 平成23年1月17日

1 2

㈱電通 B社

配点 配点

資格要件 手持ち業務量
数値化
しない

○ ○

過去１０年間の同種業務
の業務実績

10

過去１0年間の類似業務
の業務実績

5

業務実績がない場合
特定しな
い

当該業務の
実施体制

数値化
しない

○ ○

業務理解度 目的、条件、内容の理解 5 5.0 4.5

実施手順 実施手順の妥当性 5 3.5 1.5

工程表 業務量把握の妥当性 5 0 0

重要事項の指摘 5 4.0 4.0

業務の目的が理解して
いない場合

特定しな
い

○ ○

的確性 10 8.8 7.5

実現性 10 10.0 6.3

的確性や実現性が著しく
劣る場合

特定しな
い

○ ○

参考見積
数値化
しない

○ ○

50 41.3 33.8

評価の
ウエイト

業務実施体制の妥当性

業務経験

業務コストの妥当性

計

業
務
実
施
方
針
及
び
手
法

（
実
施
方

針
・
実
施
フ
ロ
ー
・

工
程
表
・
そ
の
他

）

特
定
テ
ー
マ
に
対
す

る
提
案

その他

特定テーマ

予
定
技
術
者
の
経
験
及
び
能

力

企画競争評価表

評価項目 評価の着目点

平成22年12月28日

10 10
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